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文部省による唱歌認可制度と校歌をめぐる学校側の対応

須田致、生

京都大学大学院人1111 環境学研究科共当人1111学専攻

〒606-8501 京都市左京区吉田二本紅i町

要旨 本杭ではi 文部省による嶋歌認可制度に対して！学校側が校歌をめぐっていかなる対応をし

たのかをl~J らかにした 1891 （明治24）年以来！文部省は小学校で歌う明歌に対して！認可制度

を：設けた この制度ではl 「明歌jの段栄で歌う11/J歌を取り締まることに王限がi円かれている し

かしながら学校は！「明：fJ:Jの授業で：11:われる唱欣だけでなく I 式典。儀式の問、に：ftうことをi[I，定

しでつくられた校歌に対しでも文部省の認可を求めた 学校は文部省による統制を逆手にとること

で！自校の特色や問念を慌IJ込んだ校吹を 学校内で歌える正式な可1；止として。手に入れたのであ

る

l はじめに

1891 （明治 24）年以来。文部省は小学校でlfJ:

う唱歌に対して。認可il;IJ伎を設けていた 本稿は！

この唱歌認可:lfij／］）＇に対して学校 11!11が校歌をめ

くっていかなる対応をしたのかを明らかにするこ

とを目的とする

学校で11/'¥l止を歌う坊市としてまず思い浮かぶの

は，音楽の授業であろう 学校における音楽教育

は. 1872 （明治 5）年 8 月 3 日の学制l公11111~＇. le 

等小学で音楽教育を行う教科としてI 「唱歌Jが
設けられたことをはじまりとする しかしながら！

「唱歌jの綬業を行うことの出来る教員の養成も

教材も不←｜分であったため。学制2布当初，「唱

歌jには「当分之ヲ欠ク」との但し書きが添えら

れた＂結局のところ「唱歌」は 1907 （明治

40）年公布の小学校令中改正まで。各学校が任fl
で実施する任意宇｜目として位世づけられていた

「ロ白歌Jのjf業が全国の小学校で実施されるよ
うになるのにはl時｜町を要したものの。 1891 （明治

24）年6月17日制定の小学校祝日六祭日儀式規

程では「学校長。教員及生徒，其祝日大祭lヨニ相

応スル嶋敬ヲ合唱スJ＂と祝日火祭日儀式の際に
嶋歌を合鳴することが定められている 同規程に

より儀式とII日歌が結びつきをもつようになり。学

校によっては「II日：札」の授：駐が~~施されていな

かったとしても 1 祝日大祭日i正式の｜筏にはI開歌を
合唱しなければならない状況が起こった

この小学校祝日χ祭日儀式規程の公布を受け，

文部省は 1891 （明治24）年に文部省訓令第二号

を公布することで祝日天祭日儀式で歌うl唱歌に

対して。認可制度を設けた この認可申lj/J)'は。の

ちの 1894（明治27）年に公布される文部省訓令

第七号によって 小学校内で歌う唱歌全般にまで

及ぶようになる 本杭ではこうした文部省による

唱歌認可制度に対して 自校の校歌を有する各小

学校がどのような対応をしたのかを検討する

校歌の歴史的側而に右i目したこれまでの先行研

究としては。的回（1987). 水崎（2000）らの研

究が挙げられる これらの研究では. 1894 （明治

27）年の文部省司II令第七号の公布により，文部大

臣の認可を得るべく自校の校歌を文部省に申請し

た東京府内の小学校を若手fylJIこ。学校が校歌を文部

省に申訪し文部火臣の認可を得るまでの過程を

考察している 考察の結果から嶋田は1 文部大臣
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によって認可された校歌の歌詞内容が「当時の恨 を公布している

本的な教育目標である忠君愛国心の養成という思

湖J＂を如実に反映していると i占論づけている
すなわち嶋田の論では，校歌が当時のイデオロ

ギーを強化する装置として位霞づけられている

しかしながら文部省は＇ 1872 （明治5）年に日本

で政相jの近代学究llilJJJ'tの基本規定である学市ljを公

布して以降！今日に至るまで！学校に校歌制定を

義務付ける法令！あるいは奨励する法令を一切公

布していない もし仮に！文部省が，校歌にはイ

デオロギーを統制する機能があると考え，その効

果を期待していたならば！文部省はすべての学校

に校歌制定を義務つsけたはずである

では！なぜI その制定が義務づけられていたわ

けでもない十よ吹を学中主は持つようになったのだろ

うか この間いを解き明かすために。本稿ではま

ず！文部省はいかなる経緯で唱歌認可に関する法

令を公布したのか！そしていつ，どのようにして

校欣を認知するようになったのかを明らかにする

次に！唱歌認可に｜刻する法令下において！学校は

いかなる対応をしたのかを明らかにする

一小学校ニ於テ祝日大祭日ノ儀式ヲ行フノ｜祭I侶

歌川ニ供スル歌詞及楽諸ハ特ニ其採択ヲ住！ム

ヘキモノナルヲ以テ北海道庁長官府県知事ニ

於テ予メ本火匝（：丈部穴匡一引用者）ノ認可

ヲ経ヘシ但文部省ノ撰定ニ係lレモノ及他ノ地

方長官1ニ於テー旦コ勺＇ !':Iノ許可ヲ経タルモノ

此限ニ在ラス＂

文部省訓令第二号の公布では，祝日天祭日儀式

で歌う唱歌は「予メ本χl主（文郁夫医引用者）
ノ認可ヲ経ヘシJと文部文臣の認可を得ることが
定められた つまり各小学校の独断によって祝日

穴祭日儀式の際に歌う唱歌を選択。決定すること

が禁止され，祝日大祭日儀式で歌う唱歌について！

それを歌ってもよいか否か，あらかじめ文部穴臣

に指示を1111がなければならなくなったのである

l唱歌に対して文郁夫庄の認可ーを符るには！学校

が lfll fii'i府！， ii歌詞， iii楽訟の3点を北海道庁長

官または各府県知事経由で文部省へ提出しその

後！不備がなければ文郁夫i壬が認可するというプ

2 祝日大祭日儀式唱歌としての校歌 ロセスがとられていた

文部省訓令第二号は，いかなる背哉のもとで公

(I)文部省訓令第二号の公布 布されたのだろうか i司訓令の公布当時！文部穴

1890 （明治 23）年 10J'I 30日の「教育ニ関ス 臣であった穴木喬任は『大日本教育会雑誌』内で

ル ~VJ.ffiJ の公布を受けて 1891 （明治 24）年 6 「文部省訓令第二号ヲ発スル＞.ill由jを次のように

J'J 17日に制定された小学校祝日大祭日儀式規程 述べている

では！祝祭日における学校儀式の施行とその形式

が定められた 先述したように！この小学校祝日

χ祭日儀式規程では，「学校長。教貝及生徒！其

祝日火祭日ニ相応スjレ唱歌ヲ合唱ス」と祝日火祭

日儀式の際，各々の小学校は何らかの唱歌を選択

し。それを合唱するよう規定されている

小学校祝日天祭日儀式規程の制定により，各小

学校は祝日火祭日儀式において唱歌を合唱するこ

とを義務ワけられたわけだが！儀式で合唱する際！

そこで歌われる唱歌は！！唱歌であれば何でもよい

というわけではなかった 学校側に単なる唱歌を

歌うことを求めたわけではなく，あくまでも「祝

日大祭日ニ相応スル]I昌歌Jを歌うことを求めた文
部省は。同年 10月E日に次の文部省司！！令第二号

！唱歌ノ人心ヲ感動スjレコトノ深キハ治ク人

ノ知Jレ所ナリサレパ。之ヲ教育上ニ適用セン

ニハ其歌詞楽譜ノ雅正純良ナルモノヲ撰ミ。

道徳教育ヲ抑制iセシムjレノ党情ナカJレベカラ

ズ！特ニ小学校ニ於テ祝日天祭lヨノ儀式ヲ執

行スルニ当リテハ，生徒ノ志気ヲ鼓舞シ忠君

愛匡lノ悩操ヲ養成スルニ足ルヘキ歌1111.rriチ
l司歌ノ如キモノヲ採択セザルヘカラザルハ勿
論ナリ，然Jレニ是等ノ儀式ヲ執行スルニ当＇）

適当ノ歌詞ヲ符ザルカ為メ。往往杜撰ノ歌1111

ヲ府7！レモノ少ナカラズ教育J:i架クfl.7ベキ

コトナレパl 文部省ハ是等ヲ取締ランガ為メ

左ノ訓令ヲ発シ，将来祝日大祭Elニ於テ其検
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定ヲ経ザJレ歌山ヲ安用スルヲ制止シ且右ニ用

ユJレ歌詞及楽諮／娯定ニ諸手七IJ"

上記の大木の主張によれば？小学校で「祝日大

祭日ノ儀式ヲ執行スルj際には，「生徒ノ志気ヲ

鼓訴シ忠君愛国／情操ヲ主主／jJ/:スルニ足ルヘキ：fi:1111. 

即チ国歌ノ如キモノヲ採択（傍点筆者。以下同

様）」すべきとされている つまり同訓令が公布

された背景には。祝日大祭日儀式の際に歌われる

「；：f’！Ill」は II主l歌ノ却1キモノjでなければならな

いという犬木の強い王張があり，学校が祝日大祭

日儀式で歌おうとしている唱歌が「国歌ノ如キモ

ノ」か百かを取りiWiまるために同訓令が公布され

たのである

している＂ しかしながらI 正式な祝日天祭iヨ儀

式唱歌が制定される以前にも，のちの祝日χ祭日

儀式唱歌とは異なる唱歌として「天長節」ゃ「一

月一El」といったill！名の唱歌は存在していた 本

来はこうした唱歌を祝日穴祭llll\'i~で歌う唱歌と

してl[r訪し儀式の際に歌うのが妥当であった

にもかかわらずI 祝日子三祭日儀式で歌うII昌r:rxとし

て1111支の校歌を選択し文郁夫匝の認可を符るべ

く1 自校の校歌を文部省にE[l訪した学校が存在し

ている

東京市下谷区忍同尋常Iロi等小学校はI 文部省訓
令第二号公布を受けて，祝日文祭ll儀式で歌う陥

：状として自校のや；歌を選択し文音lコミ臣にその認

可を求めた 同校の第6ft校長であった千葉道三

iii）は。 1891（明治 24）年 10月24日に木村正際

作歌？上良行作!Illの！唱歌を同校の「校歌ト定メ火

祭祝日其他開校記念日免状授与式等」の式典・行

事で「生徒ニII日lfi:Jさせたいとの内容を記した祝

159 

（！）文部省~Ill令第七号公布の背最

文部省訓令第二号はI 1893 （明治 26）年 8月

12日公社Tの文部省告示第三号で祝日穴祭lヨ儀式

唱歌が正式に制定されたことにより I 1893 （明治

26）年 10月20I 1に！発止された しかしながらそ

の翌年の 1894（明治27）年 12月28日にも文部

省は。小学校内で歌う唱歌を取り締まる法令とし

て次のような文部省司II令第七号を公布している

小学校ニ於テII日：fJ:mニ供スル剤、前l及楽1111ノ＼

本大臣ノ検定ヲ経タル小学校教科朋図説中ニ

在ルモノ。又ハ文部省ノ撰定ニ係Jレモノ及他

ノ地方長官ニ於テコわミ庄／認可ヲ受ケタルモ

ノ、外ハ採用セシムヘカラス。 ff!他／地方長

官ニ於テ一旦本穴臣ノ認可ヲ経タルモノハ此

l浪ニ在ラス山
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先述した 1891（明治24）年公布の文部省訓令

第三号では1 各学校が祝日大祭日儀式に歌う II昂歌

に対してのみ文部大臣の認可を得ることを必要と

した 一方，文部省訓令第七号下ではl ：文部大

臣の検定を経た小学校教科用図書中に掲載された

もの， ii文部省が撰定したもの。 iii地方長官の申

請によって文部穴臣の認可を受けたもの！これら

3Hf以外のものは小学校で歌うことが全面的に禁

止されている すなわち法令上，学校内で歌うす

べての！唱歌に対して文部文庄の認可が必要とされ

るようになった＇＂

なぜ文部省は再び1 学校で歌うi唱歌を規制する

法令！ しかも学校で歌うi唱歌全般を取り締まるた

めの法令を公布する必要があったのだろうか文

部省司II令第七号公布以前に遡りながら！そのねら

いを探っていきたい

文行｜；行訓令第七号公布の3年前にあたる 1891

(I則if;24）年！帝国談会では当吋，演奏家と音楽

教nのi'i'成をほとんど一手に担っていた東京音楽
学校紺1-1＇の予 t）：をめぐり，夫々的に「東京音楽学

校存Ii~ ＂＂＂すljが繰りJムげられていた山 その灯、子

や l~i京音楽学校存廃論争j に対する：0：見，：nn、

は各新聞や雑誌でも述日のように取りあげられて

いる＂＇

i百l論争では東京音楽学校の存在な義をめぐり，

個人の体験談に基づくものから，理論的に追求し

たものまで徐々な主張が展開されたが1 なかでも

矢田部は「野卑狼裂を極めJ，「下等社会の教科
書」となっている「端唄常磐津清元」といった

「俗lllrJが世間に出IHIっていることを強く批判し，

この状況の改善方法として次の3点を挙げている

第一 学校明歌を践にする事

第二俗1111中収るべきものは戒は之を取り戎

は修正を加ふる事

第三優美i＇：；尚なる苛 fillの略好を奨励する

なかでも第一の「学校II日政をll~にする事」に対

しては， Ii詰も行ひ易くして設も勢力ある者なり」
と主張している ただ笑際に小学校での音楽教育

の笑態を見てみると。「学校唱歌を践にする事J
が可能なほど，教員も楽蒋等の設備も十分には

ii＞っているとは言えない状況であった 1890 （明
しか£とつじ

治23）年に山地納治によって日本で初めて1リ行
された音楽雑誌である『音楽雑誌Jには。当時の
綿子が次のように記されている

音楽の教授を担任する教lliliの中には，閉ま音

楽教授の況の目的を併せず （仁I'll鳴）先年某

学校の女教師が1 「オルガン」の；l子に乗り

て，「カツポレ」を品iiりたりとて，自由るハケ

リ泣き商店諭ありたり＇＂＇

大きな反響を呼んだのが矢田音I＼良吉による「音楽 こうしたすt告は，各地から寄せられている 明

学校論」であった 矢岡部は雑誌『国家紋育J内 治則に入ってから突如！西洋音楽を中心とした音
で，当時の音楽状況を次のように批判している 楽教育が学校で行われることになったものの，教

我JI＼俗1111の卑狼なる事 我邦俗rluの如何な

るものなるやを尋るにjJ;r出と云ひ1J；辞と云ひ

illf 11 JN！誌を極め言語道断なる此々是なり
作illllはF等社会の教科書なり 端I唄＇ii＼＇磐律

ii'i元等は下等社会の最も学ぶ所にして其余波

上流社会にも亦述せり殊に常磐津ii'i"元等の如｜
きは不徳の方法順序を丁寧親切に教導するも

のなり下等社会の者は之を聴き之を習ひ之を

l時日IiiしてE即脳に染み込み居れば其感化力実に

強大にして学校教育の比に非らず＂＇

飾の側由主唱歌の授業時に何をどう教授すればよい

のか理解していない状況がしばしば見受けられ！

問題になっていたのである

1894 （明I古27）年に文部省訓令第七号が公布

されるまでのおおよその状況をまとめると！「俗

IHI」を撲滅させるというiau題を「学校唱歌」を充
笑させることで克服しようとしたにもかかわらず，

文部省11111の想定とはかけ陥れた音楽教育が実施さ

れていた：fJWcがうかがえる こうした経緯を経て

公布されたのが文部省訓令第七号であった した

がって，文部省が訓令を公布した穴きなねらいは。

学校で歌う唱歌！なかでも「l唱歌」の授業で歌う
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II日欧に対して，児Z立にtfkわせても問題ないかifiか

を取り締まることだったのである

(2）各学校による校歌の申請

ところでI 「3 文部省によるl唱歌への統制（I)

文部省訓令第じ号公布の背来」で先述したようにI

文部省訓令第じ号で欣うことが認められていた唱

歌はI 1文部文民の検定を経た小学校教利用図U
''f＇に掲紋されたもの I ii文部省が撰7Eしたもの！

iii地方長’自の中前によって文部大臣の認可を受け

たものの3艇であった

lの「文郁夫肢の杉定を経た小学校教科m図山
中に拘）jil(されたもの」には，「唱歌」の授業で使

用された教科山内の唱歌が， iiの「文部省が探定

したもの」にはiilJtU¥で述べた祝日大祭日唱歌のよ

うなII目指；が相当する したがって本来であれば！

学校内で歌う唱歌は， iとiiの唱歌だけで卜分1fi・

)il_りたはずであり。 iiiの「j血方長t：の昨！日1'iによっ

て文郁夫庄の認可を’豆けたもの」は，どちらかと

言えば文部省訓令第じ号 Fにおいては傍系的な位

世づけであったようにもとれる しかしながら実

際にはl 1894 (I明治 27）年の文部省、訓令第七号

公布以後， iiiのように地方長1吉が唱歌を巾訪し。

文郁夫庄の認可を受けた唱歌は 3048i'I＇にのぼっ

ている＇＂

文部大臣の認可を受けた唱歌を使J~： Iりに分類す

ると①「校歌J②「軍歌集に記〕｜抵の唱歌J③
「その他（唱歌集記）jil(の唱歌郷土唱歌等）Jの3
つに六日ljされる とりわけ「校歌jの認可件数は

多く。文部大匝によって認可された全3048刊の

うちの 7割以上にあたる 2241件が「佼；止」と

なっている

認可を得るためのプロセスは 光の文部省訓令

第二号時と同様であり 学校がiif1 N'i!i願 ii歌詞

iii楽訟の3点を北海道庁長官または各府県知事経

由で文部省へ送付し。不利iJがなければ文部大臣に

よって認可されるという形式がとられていた

では， 111校の校歌を文部省に申請した学校は！

校歌をどのようなものとして捉えていたのだろう

か例として自校の校歌を 1932（昭和 7）年 l月

27日に文部省へ巾請し 1932（昭和 7）年4月8

日に文部穴匝より認可を受けた東京市汐見尋常高

等小学校を挙げたい 東京市汐見尋常／；＇： j等小学校

校歌は 同校訓導であった原謙水によって作詞さ

れている 文部省に宛てられた『東京市汐見尋常

高等小学校校歌「歌詞j説明Jによれば，間校の
校歌には次のような；＼；；；I味が付与されている

汐見小学校創立開校の際，講堂の正而左に

「海の彼方に旭iヨ昇る」の額，｜可右に「El進

日新」の額。峨貝室に「1＇！笑岡lj他」なる以上

三簡の官nmが掲げられたり 校illiは旭ll昇
天の勢を以て偽り．児2立のJ］！ ~J:l. と；(l：気は文洋

の荒波に悼して目的の彼岸に猛進せんとする

の11旺あり 附してElj正日新なる競争坊主I!に
寸陰を惜しみて勉肺llJL，且つ1＇！笑阿lj他よく皇

i主｜の民たらんことを！日す 蛍これ汐児魂にあ
lママJ

らずして何ぞ校欣の生る〉以所のものに

あらずして何ぞや＇＂＇

上記の『京京市汐見尋常山等小学校校歌 1:11:

詞」説明Jによると！「理組と己、気」をもって
「j~jjfU することや寸暇を惜しんで呉国日に勉強

に/jjjjむこと！忠実な「皐医lの民jであることが

「汐見魂jであるとされている くわえて。説明

文を執筆した刊前者の原謙水は。校歌の歌詞には。

そうした「汐見魂j，すなわち自分の学校の児蛍

の主I!怒、伎が拙かれており，だからこそ校歌にな味

があるのだと強制している このように各小学校

は校歌の歌詞に対して，学校J~i!11 の il':i床をJ占たせ，

文部省に巾訟を行っていた

ただし学校側が校歌に対して独自ななl味づけ

をし 文部省に巾誌を行ったものの！その校歌が

そのまま文部穴医に認可されるとは限らなかった

文部穴匝の認可を得るには！当初1 文部省に宛て

た校歌の歌詞や楽譜に訂正を求められる場合も

あったのである 例えば， 1931（昭和 6）年3月

27日に文部省にlfl請し 1931（昭和 6）年 il月
27日に文部穴匝より認可された東京市議l町尋常

小学校校歌は。次のような訂正がなされている

記

歌詞

第一節第五句ヲ「王の部の学びやに」ト改ム
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第六句ヲ「学ぶ我等に幸あれや」ニ改ム

第ご針J第三句「質実色に」ヲ「いや質実に」

ニ改ム
よ

第五句「皇国」ヲ「御国」ニ！「社会」ヲ「世J
ニ改ム

楽諮

別紙朱書ノ如ク改ムω｝

同校が 1931 （昭和 6)iJ' 3月27Elに文部省に

lド諮した当初Jの歌詞と訂正後の歌詞を比較すると！

表 lのようになる

点1 4（京rlri'室町，，，北小学校校歌のi札向の訂正Iノイモド

,:r 1UiiJ円 訂正前 訂正後

約一節約五旬
r,1紋（おひざ）の

玉の却：のq：びゃに
下に同窓に

~＼一節約六旬
学ぶ f~W は事布i

q：ぷ我~frに司あれや
（さち）なれや

第二郎前三イjJj'f尖色に染め抜ける
いやj'f実に染め抜
ける

外L J'!ii泊五告J皐国のために相会 御国のためにi止の
（よ）のために ために

各小学校が申請した校歌に対して。文部穴臣が

すぐに，：2、可を下すことはほとんどなく。申諾した

多くの学校が上記の東京市議｜灯尋’出小学校のよう

に訂正を求められた しかしながら一方で，文部

省からの求めに応じて校歌に訂正を加えることに

よって！学校は。文部穴臣認可という「お墨付

き」を符た校歌を手に入れることができたので

あった

4. まとめと考察

以ヒ 述べてきたように文部省は 1891 （明治

24）年公布の文部省訓令第三号以来？小学校内で

歌うi間取に対して認可制度を設けることで，校歌

を含む唱歌に対して統制をはかった とりわけ

1894 （明治 27）年公布の文部省訓令第七号は，

小学校内で歌うすべての唱歌に対して文部天目の

認可を必要としたという点で！それまでの法令以

上に厳しい統制！となっている

文部省は 1894（明治 27）年の文部省訓令第七

号公布以前から，例えば 188l （明治 14）年の小

学校教則綱領で各教科の内容を規定したり， 1886

（明治 19）年の小学校令公布において教科書枚定

制度導入するなと。法令上！学校内での教育に対

して統制をくわえるようになっている 文部省訓

令第七号b 小学校内。とりわけい品歌」の授業

内で「俗世i」が欣われることを懸念し。文部省が

認可したI唱歌のみを歌わせようとしたという点で，

こうしたー述の流れに｛止法づけることができる

ただ学校は！こうした統制下であったものの，

文部χ匝の認可さえ受ければ。独自に作成した唱

歌を歌うことが可能であった 文部χ院の認可を

絞るためには郎総な手続きが必裂であった さら

に。学校によっては絞数回にわたって訂正が求め

られてし、る しかしながら逆に言えば！学校は校

歌に対して認可を得さえすれば！法令に反するこ

となく’ii（時学校内で自校の校歌を歌うことが可能

となり 1 しかも文部省の誌に巡ったl 言うなれば

文部省の「お墨付き」を得た校歌を有することに

なった

1894 （明治 27）年に公布された文部省訓令第

七号は！「唱歌」の授業で歌われる唱歌を取り締

まることに主II見をii'/いた法令であった 校歌は1

勿論，「唱歌」の授業教材として使われることも

あるが，どちらかと言えば1 式典，儀式の｜捺に歌

うことを想定してつくられた歌である こうした

歌である校歌を学校は自らっくり，それを文部省

に申請した そのtit諮件数は. 2000件を超えて

いる 学校は，文部省の旬、定の枠を越えて？校歌

の申請をおこなったのである

先の東京市汐見尋常高等小学校の例にみたよう

に1 校歌には。その学校独自の教育方針や児童へ

のr1rr：臣、f設が歌詞に込められ，学校ごとに歌詞も ~＇i

1111も興なっている 学校は文部省による統制を逆

手にとることで. l~I 校の特色や王ill念を盛り込んだ

校帯、を！学校内で歌える正式な唱歌としてl 手に

入れたのである
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rtよ：1u:e川ノi'l'JI収京iiith I町訪・；；；・小学校）（京京都主
文，1l'ftiii軒目長？請求書号 315.FS.05) 

「小学校々敬之 f'I• （忍附小字校校歌制定店i 認可IJ 
（取京都公丈、・1：：飢ili札請求骨号620.DJ. 11) 

「出7607号 明治24'I' 12月7日 誌’白より文部大目
宛京京di下谷区忍｜川小学校に於て大祭祝日JI;
i也免状段与式せのi!il.'i'.ii［をして特にI目歌の為
別紙吹湖沼市校明；と定的皮旨校長より中山に
H認可の諸に付l!l!J （京京都公立；1：：向＇iiJr1,・,t ,i,'i 
，！と1fr・>J・ 623. A 7. 09) 

「文部省文書；~！巳l''i 叩 ：x; 127号文部大阻より京京lfl
宛京；f,(!Ji下谷区忍｜同小c;<：伎に於て木村正静作

歌U'(i'ffrlllJの：11：＂司弁に楽却を校欣と定的祝日
大祭日の儀式の際唱歌！日とするf'I：. 認百TJI京］江
部公文；1:'nli「DiR'''i'3R番号623.A7.09)
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SummmJ• The pu叩oscof this仰peeis to clm・ify how the schools in Japan complied with the author・ization 

system of songs by the Ministry of Education in case of their school songs. Since 1894 onward, thc Ministry 

of Education established the system of authoriZ"tion for・ the songs sung inside the elementary school. The 

main purpose of this system was the crnckdown on singing the Japanese traditional folk songs in the elaS>，日ar

example, Tokiwazu and Kiyomoto. However, the schools cequested the authorization nat only for the songs 

to be sung in the cla5' but also for their original sehr al songs composed for the school ceremoni田 Byusing 

th以ccntcolsystem by The Ministry of Education, on thc eontrary, the sehools ha、也gotthe schcol songs, eaeh 

of、.vhichsho、、＂the distinguishing characteristic and ide沼ofthe school, as the formal song to be sung inside 
the school. 


